
記入者名
記入年月日
学部・研究科名
学科・専攻等名
コース等名

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題目・問
題・テーマ等を箇条書に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低限の
（行動）目標を学生が主語で行為動詞を使用し
て箇条書に記入する。）

(1) 電気電子工学を学
ぶための基礎を形成
すると共に、電気電子
工学のより深い理解と
発展のための基盤、
理念、手段の宝庫で
ある数学・物理学の初
歩の習得。

(2) 電気電子工学を
他の学問と差別化す
るための電気回路
論、等価回路論の理
解。

(3) 電気電子工学を
材料・デバイス工
学、電子通信工学、
電子制御工学、電力
工学の4分野に分
け、このそれぞれの
基礎となる考え方・
知識の大まかな習
得。

(4) 左記4分野のいず
れかにおける初級専
門家と言えるだけの
力量の獲得。

(5) 研究発表、自己
紹介、グループ討論
ができるだけの表現
力、構成力、協調
性、語彙力の獲得。

(6) 初歩の国際的コ
ミュニケーションがで
きるための英語表現
力と自国文化に対す
る理解。

(7) 技術者の社会的
責任を自覚し、問題
に的確に対処できる
思考力、モラルの習
得。

(8) 現在持っている
能力を最大限に生か
せるだけの知恵と、
足りない点を見出し
それを補っていく方
策を見出せる自律的
向上能力の習得。

産業倫理 大学を卒業して社会人となった時のビジネス
上の行動規範について考える。近年、企業、
公的な組織の不祥事が多発しているがその
根源は何であろうか。ここでは、組織のある
べき姿（社会的責任論、コンプライアンス、顧
客へのサービスなど）から科学技術に携わる
個人の行動規範まで研究し、既に基礎訓練
が始まっていることを理解し実践して行くこと
を求める。

１．社会で起っている事象に関心を持つように
なっている。
２．企業などの組織の社会的責任について理解
し、自己の考えを加えて組織を評価することがで
きる。
３．科学技術に携わる技術者として個人の行動
原理を考え、行動規範を自ら定め実践してい
る。
４．自己の見解をプロジェクターなどを使って聴

４○ １◎
２◎
３◎

３◎

基礎セミナー １．山口大学工学部電気電子工学科で勉強
するために必要な動機、心構えについて学
ぶ。　　２．授業を受ける時のノートの取り方、
予習・復習の方法について学ぶ。
３．電気電子工学科で学び研究するのに必
要な最低限のPCの利用法について学ぶ。
４．インターネットの利用法（メイル・ウェブ閲
覧）について学ぶ。
５．PCを用いたプレゼンテーションの方法に
ついて学ぶ。
６．技術者倫理について学ぶ。

１．自分で主体的に学習することができる。
２．授業に主体的に参加することができる。
３．自分のPCでウィルスに対する防御ができる。
４．PCで文書を作ることができる。またレポート
の作成ができる。
５．課題に対して、ウェブや図書館を利用して調
査し、結果をまとめ、報告・プレゼンテーションす
ることができる。
６．技術者の社会的責任を自覚し、問題に的確
に対処できる。

５◎ ６○ １○
２○
３○
４○
５○

情報処理演習 １．パソコンの立ち上げから始めて、メール、
インターネットや、ワープロ(Word)と表計算ソ
フト(Excel)の演習を行う。
２．Windowsと共に代表的なオペレーティング
システムであるUNIXを利用する。telnetにより
UNIXシステムにログインし、基本コマンドを入
力する。
３．標準的なプログラミング言語であるＣ言語
を用いて、プログラムを作成・コンパイルして
実行する。

１．メール、インターネットの基礎知識を習得する
とともに、Word、Excelの簡単な操作ができる。
２．WindowsとUNIXのオペレーティングシステム
の基礎知識を習得している。
３．Ｃ言語を用いて簡単なプラグラムを作成でき
る。

１○
２○
３○

１○

TOEIC準備 １．この授業では、TOEICテストを用いて実践
的な英語でのコ
ミュニケーション能力を自己確認する。
２．TOEICテストの全貌について学び、その受
験技術とテストで
用いられるコミュニケーションのための実用
文（話し言葉、書き
言葉）に慣れる。
３．TOEICテストは「聞く」「読む」という２つの
スキルについての
み実施されるが、他の「話す」「書く」というス
キルも間接的なス
キルとして評価される。
４．TOEICテストの最初の半分が45分の
Listening
Comprehensionに当てられるため、特にこの
授業では聞き取り
に力を入れる。

(1) TOEICテストの出題形式に慣れ、パートごと
に問題への対応の仕方を理解する。特に、ス
ピーディーな英語を聞き取り、情報を処理するこ
とに慣れる。

(2) 自習課題を通して、「自学自習」の習慣を身
につける。Listening Comprehensionに慣れるた
め、自習課題を通して、少なくとも週6日1日1時
間の英語の「自学自習」の習慣を身につける。

(3) 自習課題の成績や、TOEICの各パートの正
答率などをもとに自己の英語力を確認し、受講
者自ら6月TOEIC IPテストでの目標点を設定す
る。

1◎
2◎
3◎

TOEIC指導 TOEIC ３５０点以上の力をつけるよう学習す
る。

TOEIC ３５０点を突破するべく、これまでの学習
を点検し、補強すると共に、更に
各分野で力をつけていく。

1◎

情報処理及び演習 (1) 計算機へのloginアクセス(2) エディタでの
文章やプログラム作成(3)プログラム中の変
数変化の理解(4)変数の型(5)配列の概念(6)
変数のアドレス(7)Ｃ言語の構文や形式(8)繰
り返し文(9)条件分岐文(10)条件による場合分
け(11)思い通りの文字入力・画面表示(12)ポ
インタの基礎(13)思い通りの動作をする関数
の作成(14)構造体(15) 自分の行いたい動作
をするプログラムが書ける。(16) 自発的に問
題を解決できる(17)未完成プログラムの理解
と完成(18) プログラムのデバッグ(19) 実行結
果の正誤判断

１．計算機の使い方を知る。２．プログラミングの
基礎を学ぶ。３．計算機によるプログロミングの
基礎を修得する。

１◎
２◎
３◎

１○
２○
３○

１○
２○
３○

プログラミング １．Ｃ言語のポインタ，構造体，ライブラリ関
数，ファイル操作を基本にして，行列，微分方
程式などの数値計算法の実際を修得し，ディ
スプレイ上でのグラフィック操作についても修
得する。
２．与えられた問題を自由にプログラム化で
きることを目標とする．Ｃ言語による記述は無
限大の自由度を持っており，二人として同じ
プログラムを書く可能性は無限に小さい．
３．各自のスタイルを確立して欲しいが，その
ためには良いプログラムにたくさん触れること
が必要である．

１．C言語の機能を十分使いこなせる．
２．行列，微分方程式などの数値計算アルゴリ
ズムをプログラム化できる．
３．XWindowを利用した簡単なグラフィックプログ
ラムを作成できる．

１○
２○
３○

電気電子工学科のカリキュラム

工学部の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 電気電子工学科の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
(1) 豊かな人間性と高い教養、(2) 課題解決能力と課題探求能力、(3) 創造性豊かな個性と柔軟な思考力、(4) 国際的かつ地域的視野、(5) 情報化に対応する基礎能力、(6) 電
気電子工学の専門的基礎能力と研究開発能力を兼備した電気電子技術者・研究者を育成する。

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

2006年4月1日
山口大学工学部
電気電子工学科

電気電子工学科のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）



電気回路Ⅰ １）交流回路における電圧と電流の位相関係
や共振現象の復習を行う。
２）相互インダクタンスと変成器を含む回路の
取り扱いを習得する。
３）キルヒホッフの法則を適用して，回路中の
電圧，電流分布を定める方程式のたて方を
習得する。
４）回路についての一般に成り立つ諸定理を
理解する。

１．相互インダクタンスを含む回路の取り扱い方
を理解している。
２．変成（圧）器の取り扱い方を理解している。
３．キルヒホッフの法則を理解しており，活用でき
る。
４．回路方程式のたて方を理解している。
５．回路解析やその他必要となる各種法則を理
解しており，有効に活用できる。

１○
２○
３○
４○
５○

１◎
２◎
３◎
４◎
５◎

電気回路Ⅱ １．二端子対網（四端子回路）の行列表現法
を習得する。
２．二端子対網の伝送的性質を理解する。
３．三相交流に関する基本的事項を学習す
る。

１．二端子対網のアドミタンス行列、インピーダン
ス行列、縦続行列を求めることができる。
２．二端子対網の入力、出力、伝達インピーダン
スを求めることができる。
３．二端子対網の伝送量、反復パラメータを求め
ることができる。
４．平衡三相負荷における相電圧と線間電圧、
相電流と線電流の関係を説明することができ
る。
５．平衡三相負荷に供給される実効電力と瞬時
電力を求めることができる。

１○
２○
３○
４○
５○

１◎
２◎
３◎
４◎
５◎

電気回路III １．電気電子工学基礎、電気回路I、IIで習得
した基知識を基に、分布定数回路の概念を
理解する。２．伝送回路における過渡現象に
対する考え方と取り扱いを修得する。３．ラプ
ラス変換を用いた回路の解析方法を修得す
る。

１．分布定数回路の諸量を理解し、伝送回路上
の電圧、電流、インピーダンスの関係に基づい
て信号の反射・透過特性を求めることが出来
る。２．伝送回路における過度現象の基本的概
念を理解し、微分方程式を用いて信号の応答特
性を解析的に求めることが出来る。３．ラプラス
変換を用いて基本的な伝送回路の過渡応答解
析が出来る。

１○
２◎
３◎

１◎
２◎
３◎

電磁気学Ⅰ １．電磁気現象は電場と磁場が満たすべき４
個の偏微分方程式で記述される。電磁気学
Ⅰでは静電場が満たすべき方程式の微分形
と積分形について学ぶ。
２．クーロンの法則から、ベクトル解析の知識
を用いて、ガウスの法則の微分形と積分形を
導く。
３．誘電体がある場合の静電場が満たすべき
方程式および境界条件について学ぶ。
４．静電エネルギーについて学ぶ。

１．ベクトル解析で学んだ知識を静電場の問題
に適用できる。
２．電荷、電荷密度、電場、電位等の単位を理解
し書くことができる。
３．スカラ場やベクトル場の意味するところを理
解できる。
４．電気力線を頭の中でイメージできる、また図
に書くことができる。
５．コンデンサの静電容量を計算できる。

１◎
２◎
３◎
４◎
５◎

電磁気学Ⅱ 電磁気学Iの理解の上に，誘電体中の静電
界、定常電流界、磁石による磁界、定常電流
による磁界など電磁現象に関する諸性質を
理解する。

１.電磁気学に関するSI単位を使うことができる。
２.計算で求めた磁界の大きさ、電界の大きさ、
ポテンシャルの変化などの概略をグラフに描くこ
とができる。
３.誘電体中でガウスの法則を用いて、簡単な同
軸導体や同心球の静電容量を求めることができ
る。
４.導体内部の自由電子の運動からオームの法
則やジュール熱を理解する。
５.磁気回路の計算を行うことができる。
６.磁場中で直線電流に作用するローレンツ力
を、ベクトルを用いて表現し、計算することができ
る。
７.アンペールの法則を用いて、磁束密度を求め
ることができる。
８.ベクトル・ポテンシャルの定義と応用、関連す

１◎
２◎
４◎

５◎ ４◎
５◎
６◎

３◎
６◎
７◎
８◎

基礎電子回路 近年，エレクトロニクスの発達は著しく，テレ
ビやパソコンのような身の回りの物から車や
航空機などの搭載物まであらゆるところでそ
の機能が利用されている．その中で電子回
路は中枢をなすもので電気を学ぶ学生諸君
にとっては必須である．電子回路を修得する
には長い勉強と色々な経験が必要と思われ
るが，本講義はその第一歩となるものであ
る．

知識・理解の観点：
(1)簡単なダイオード回路を折れ線近似による等
価回路に置き換えられる．
(2)トランジスタ増幅回路において入力信号に対
する各点の電圧・電流の様子を説明
できる．
(3)エミッタ接地,ベース接地,コレクタ接地トランジ
スタ増幅回路の特徴を説明でき
る．またそれぞれの小信号等価回路を書ける．
(4)FET増幅器の小信号等価回路書ける．
(5)ダイオード，トランジスター，FETの簡単な動
作原理，構造を説明できる．
　　思考・判断の観点：
(1)簡単なダイオード回路の計算ができ，その動
作をグラフを用いて説明できる．
(2)トランジスタ増幅回路においてバイアス点，各
点の直流電圧，電流，無歪み最大
交流振幅を計算できる．無歪み最大交流振幅を
得るバイアス回路の抵抗値を決定で
きる．
(3)エミッタ接地,ベース接地,コレクタ接地増幅回
路の電流増幅率，電圧増幅率，入
出力インピーダンスを計算できる．
(4)FET増幅器のバイアス回路の抵抗値を決定
できる．電圧増幅率，出力インピーダ
ンスを計算できる．
　　技能・表現の観点：
(1)CADソフトを操作し簡単な電子回路の設計が
できる．

知識・理解の観点の
各項目　○
思考・判断の観点の
各項目　○

アナログ回路 １.基礎電子回路で学んだ知識を基に、アナロ
グ回路の基本である増幅回路、演算増幅
器、発振回路等を理解する。
2.演習を行うことで理解を深め、回路設計の
基礎を習得する。

1.トランジスタの負荷直線、小信号回路を基本的
な応用回路に適応できる。
2.差動増幅器、ダーリントン接続の動作原理を
理解し、動作解析ができる。
3.増幅器の周波数特性について理解し、ボード
線図を図示できる。
4.電力増幅器について各種電力増幅器（A、B、
C級）のバイアス点や動作原理を理解し、電力等
の計算ができる。
5.演算増幅器について仮想短絡を用いて基本回
路を解析ができる。発振回路の原理を理解でき
る。

１◎
２◎
３◎
４◎
５◎

デジタル回路 １．論理ゲートの働き、２．真理値表から代数式
を求め、組合せ論理回路を描く方法、３．論理
回路を簡単化する方法、４．変換器、５．加算
器、６．減算器、７．フリップフロップ、７．カウン
タの動作について学ぶ。

１．各種論理ゲートの真理値表を作成できる。
２．与えられた真理値表から代数式を求め、カル
ノー図を用いて論理回路を簡単化できる。
３．１０進数－２進数変換器の動作が理解でき
る。
４．２進数の加算器と減算器の動作が理解でき
る。

１◎
２◎
３○
４○
５○

電子物性学 電子がもたらす物理現象や効果に基づいて，
固体の力学的，熱的，電気的諸性質を理解す
る．

1. 結晶の構造解析(1). 結晶軸、基本単位格子、
単位格子、単位構造、3次元格子の結晶系等、
結晶構造を表す用語を説明できる。
(2). ブラッグの法則とX線回折スペクトルを説明
できる。
(3). 逆格子とその性質を理解する。
(4) ブリルアンゾーンの定義を理解する。

１◎
２◎
３◎
４◎

１◎
２◎
３◎
４◎

１○
２○
３○
４○



半導体工学Ⅰ １．半導体のエネルギー帯構造を理解する。
２．半導体のキャリア濃度と電気伝導に関す
る基礎的事項を理解する。
３．p-n接合の整流特性を定性的かつ定量的
に理解する。

１．真性半導体中のキャリア濃度を求めることが
できる。
２．ドナー不純物とアクセプタ不純物の役割を理
解し、電気伝導に寄与するキャリアの生成機構
を説明することができる。
３．不純物半導体中のフェルミ準位とキャリア濃
度の温度依存性を説明することができる。
４．p-n接合のエネルギー準位図を、熱平衡状
態、順方向バイアス状態、逆方向バイアス状態
に分けて説明することができる。
５．p-n接合の電圧－電流特性について、順方
向特性と逆方向特性を説明することができる。
６．p-n接合を流れる全電流密度とp-n接合の接
合容量を求めることができる。

１○
２○
３○
４○
５○
６○

１◎
２◎
３◎
４◎
５◎
６◎

１○
２○
３○
４○
５○
６○

情報通信工学I １．インターネット，携帯電話から火星探査ロ
ボットからの影像を送る宇宙通信まで，また
人と人の会話からコンピュータ間通信など，
色々な場所で様々な形の通信が行われてい
る．本講義ではその通信において基本となる
通信方式を中心におく．現在通信はデジタル
が主流であるが，基本はアナログ方式にあ
り，その電気信号がどのように加工されて伝
送されるかについて勉強する．
２．まず信号の周波数領域の表現とその数学
的取扱いから始め，時間領域の振る舞いとそ
のスペクトルの関係を理解し，アナログ変調
方式の原理，特徴などの理解へ展開する．
３．サンプリング定理，情報理論，雑音指数,
通信網などの基礎概念を身に付ける．

１．伝送系の帯域幅とパルス波形の立ち上がり
時間の関係を説明出来ること．
２．振幅変調，角度変調方式に関して，時間信
号波形が描ける，特徴が説明できる，変調波を
数式で表現できる，変復調回路の動作を説明出
来ること．
３．通信ネットワークの基本機能を説明できるこ
と．
４．フーリエ級数展開およびフーリエ変換を理解
し，基本的関数の変換が出来る．
５．標本化定理を理解し，必要な標本化周波数
を計算できること．
６．振幅変調波，角度変調波のスペクトルを導け
る，電力計算ができる．
７．サンプリング定理を説明し，具体的問題に適
用してサンプリング周波数などを決定できる．
８ 雑音指数を理解しC/Nの値を計算できる

１◎
２◎
３◎
４◎
５◎
６◎
７◎
８◎

電磁波工学 電磁波の放射、導波路内伝搬、アンテナの
理論の基礎を理解し、電磁気学が実社会に
役立つ事を体得する。

1.電磁波の基本特性並びに反射と透過特性を
理解する。
2．直線及び楕円偏波の関連性を学ぶことで、電
磁波のベクトル性を理解する。
3．分布定数線路のインピーダンスをスミス
チャートによって求め、整合問題を処理する事が
で
きる。
4．ベクトルポテンシャルを通じて励振問題を解く
方法を理解する。
5．線状アンテナの遠方解をベクトルポテンシャ
ルを用いて算出し、指向性を得る。
6．アンテナの諸定数を理解し、基本的な回線設
計ができる。

１◎
２◎
３◎
４◎
５◎
６◎

計測工学 １．単位系の意味を理解する。
２．測定法の分類及び測定値の処理法を理
解する。
３．計測器の構成・原理を理解する。
４．電磁気学、電気回路との関連において計
測原理・計測器を理解する。

１．測定値の処理ができる。
２．計測器の構造と動作原理が説明できる。
３．電気回路、電磁気学などの基礎知識と計測
器・計測原理を関連付けることができる。

１○
３○

２○
３◎

２◎
３◎

制御工学Ⅰ 工学基礎として制御工学の基本的な考え方
を理解する。線形制御系について、表現法・
解析法・設計法を習得する。

１．基本的な事項、自動制御の概要を理解して
いる。２．ラプラス変換と伝達関数、過渡応答、
制御系の安定性、制御性能、根奇跡法、制御系
設計の概要を理解し応用できる。

1○
(到達目標の第1項目
がＧＰの(1)項目に○
で対応する）

3○
(到達目標の第1項
目がＧＰの(3)項目に
○で対応する）

3◎
(到達目標の第2項目
がＧＰの(4)項目に◎
で対応する）

電気エネルギー工学 １．電気エネルギ－の発生方法を中心に、そ
の基本的事項を学習する。
２．従来法である水力発電、火力発電、原子
力発電の原理と現状を理解する。
３．新エネルギ－としての燃料電池、太陽光
発電、熱電発電、核融合発電等の原理と現
状を正しく認識する。
４．地球環境問題について、エネルギーの観
点から学習する。

１．従来の電気エネルギーの発生方法、新しい
エネルギーの発生方法の原理を理解し説明でき
る。
２．各種発電方式の種々の技術的問題点につ
いて指摘できるとともに、環境、省エネルギーの
点からも問題点を指摘できる
３．各種エネルギー発生方法について関心を広
げるとともに、地球規模の環境問題、エネル
ギー問題にたいする意識を高める。
４．エネルギーが社会に与える影響、役割につ
い積極的に考えることができる。

１○ １◎
２○
３△
４△

１◎
２◎
３○
４○

２◎
３◎
４◎

２○
３◎
４◎

電気機器学 電気機器のエネルギー変換の基本原理を理
解する。このエネルギー変換の原理を用いて
実用化されている直流機、交流機、変圧器の
それぞれの基本原理と基本動作について理
解する。さらに、種々の機器の等価回路につ
いて理解し、等価回路から電気回路の知識
によって諸特性が計算可能なこと、さらに設
計にも有用であることを理解する。

1. トルク発生の原理を説明できる。
2. 電気－機械エネルギー変換を理解できる。
3. 鉄心の磁界エネルギーとその分布を説明でき
る。
4. 理想変圧器の動作原理を説明できる。
5. 変圧器の等価回路を理解できる。
6. 回転磁界と交番磁界の違いついて説明でき
る。
7. 回転磁界によるトルクの発生が理解できる。
8. 同期機の原理を説明できる。
9. 誘導電動機の回転の原理が理解できる。

全項目 ◎ 全項目 ◎ 6 ◎
7 ◎
8 ◎
9 ◎

6 ◎
7 ◎
8 ◎
9 ◎

コンピュータハードウェア 1.命令セットとアドレス指定方式の概要を理
解している。
2.演算装置と制御装置の概要を理解してい
る。
3.記憶装置と入出力装置の概要を理解して
いる。
4.論理回路と論理関数の概要を理解してい
る。
5.メモリ素子とその製造プロセスの概要を理
解している。

1.命令セットとアドレス指定方式の概要を説明で
きる。
2.演算装置と制御装置の概要を把握し、簡潔に
記すことができる。
3.記憶装置と入出力装置の概要を記述できる。
4.論理回路と論理関数を理解し、論理計算や動
作の説明を行うことができる。
5.メモリ素子とその製造プロセスの概要を述べる
ことができる。
6．コンピュータの高速化に関する種々の具体的
な課題を指摘できる。

4○

電気電子材料 1.誘電体、磁性体等の電気・電子実用材料に
ついて物性を把握し、応用の観点から材料知
識を培う。
2.また、環境の観点からみた材料の考え方を
身につける。

1.材料を様々な観点（化学結合、伝導、結晶構
造）から材料を分類し、それによる基礎物性を理
解する。
2.誘電体や磁性体についてミクロにみたときの
起源やその特性の違い、および、マクロな基礎
物性を理解する。
3.また、これらの材料を用いた応用例（デバイ
ス）やその動作原理を理解する。
4.ライフサイクルアセスメントやエコマテリアルの
概念を理解する。

１◎
２◎
３◎
４◎

4△

量子エレクトロニクス １．レーザの発振原理、２．レーザ光の特徴、
３．レーザ応用について学ぶ。

１．レーザ光の性質は通常の光とは異なること
が理解できる。
２．光の増幅とレーザ発振について理解できる。
３．各種レーザの動作を理解でき、これらの応用
について説明できる。

１○
２○
３○

情報通信工学Ⅱ ディジタル通信方式の概要を理解するととも
に，その利点を明確にする。最近の通信工学
分野の展望について理解する。

１．ディジタル通信についての知識と特徴を理解
する。

1◎ 1○ 1○



光・マイクロ波工学 マイクロ波と光の振る舞いをマックスウェルの
方程式に従う電磁波として統一的に理解
し、マイクロ波工学や光工学の伝送線路の特
性や回路の働きを理解する。

１．マックスウェルの方程式境界条件が説明でき
る．
２．各種媒質中の電磁波の振る舞いが説明でき
る．
３．金属導波管TE10モードの重要性を理解して
いる．
４．光ファイバの導波原理と各種光ファイバの特
性を理解する．
５．Ｓ行列の定義と基準面について理解し，応用
できる．

１◎
２◎
３◎
４◎
５◎
６◎
７◎
８◎

計測システム工学 １．計測システムの必要な理由、背景を理解
する。
２．計測器、センサの原理及びこれらの適用
限界を理解する。
３．状態変数を用いた動的システムの表現法
を体得する。
４．カルマンフィルタの意味を理解する。
５．センサ単独としてではなく、計測環境の中
の一要素としてセンサを見る態度を養う。

１．計測システムの必要な理由、背景を説明でき
る。
２．最小二乗法とカルマンフィルタの関係を説明
できる。
３．物理法則とシステム表現を関連付けることが
できる。
４．センサと計測のギャップについて指摘でき
る。
５．計測に際し、周囲条件が与える影響につい
て関心を拡げることができる。

２△
３○

４○ ４○
５△

制御工学Ⅱ 現代制御理論の基本的な概念や考え方を理
解する。

１．基本的な事項、自動制御の概要を理解して
いる。２．状態方程式、可制御性と可観測性、極
配置とオブザーバ、最適制御を理解し応用でき
る。

1○
(到達目標の第1項目
がＧＰの(1)項目に○
で対応する）

3○
(到達目標の第1項
目がＧＰの(3)項目に
○で対応する）

3◎
(到達目標の第2項目
がＧＰの(4)項目に◎
で対応する）

数理計画法 １．シンプレックス法による線形計画問題の
解法を理解する。
２．線形計画問題における双対性を理解す
る。
３．非線形計画問題の最適性条件を理解す
る。
４．最急降下法、ニュートン法などの最適化

１．線形計画問題、非線形計画問題の特徴、性
質を理解している。
２．線形計画問題、非線形計画問題の解法を理
解している。
３．工学的な効率化、最適化の問題を数理計画
問題として定式化できる。

１○
２○
３○

電気エネルギー伝送工学 １．電磁気学と電気回路の知識を応用して、
電気エネルギー伝送に関する基礎事項を学
ぶ。　　　２．抵抗、インダクタンス、静電容量
等の線路定数を電磁気学の知識を用いて導
出する。　　　　　３．電気エネルギーの伝送特
性について学ぶ。　４．対称座標法を用いた
故障計算の手法を学ぶ。
５．定態安定度や過度安定度について学ぶ。
６．電気エネルギーの将来について考える。

１．線路定数を計算できる。
２．送電容量を計算できる。
３．対称座標法を用いて故障計算ができる。
４．定態安定度や過度安定度の概念が理解でき
る。

１○
２○
３○
４○

１○
２○
３○
４○

パワーエレクトロニクス 電力用半導体素子を用いたスイッチングによ
る電力変換の原理を理解する。電力変換器
は、入力と出力の電圧によって 4 大分類でき
ることを学び、それぞれの変換器の基礎を習
得する。

1. インダクタの周期定常状態における性質を理
解できる。
2. キャパシタの周期定常状態における性質を理
解できる。
3. 半導体スイッチング素子を自己消弧および逆
阻止能力により分類できる。
4. 入力電圧および出力電圧の関係より電力変
換器を分類できる。
5. 降圧形チョッパ回路の原理を理解し、還流ダ
イオードの機能を理解できる。
6. インダクタの周期定常状態における性質を用
いて、昇圧形チョッパ回路の原理を理解できる。
7. 正負の電圧を作るためには、スイッチが複数
必要なことを理解できる。
8. インバータ回路の基本原理を理解できイン
バータではダイオードが不可欠なことを理解でき
る。
9. 電圧および周波数を同時に制御するために
PWM が用いられていることを理解できる。
10. ブリッジ接続された整流回路の原理が理解
できる。

1◎
2◎
3◎

全項目 ◎ 4◎
5◎
6◎
7◎
8◎
9◎
10◎

4◎
5◎
6◎
7◎
8◎
9◎
10◎

超伝導工学 超伝導現象を理解し、工学的に応用するた
め必要な基礎知識とその応用技術を学ぶ。

１.代表的な超伝導現象を簡単に説明することが
でき、超伝導導体の特徴と構造を理解する。
２.超伝導体の内部における磁場分布を計算で
きる。
３.超伝導体に無損失に電流を流すことと交流損
失について理解する。
４.超伝導コイルの安定化とその方法を理解す
る。
５.電力系統における超伝導技術を応用する例と
その特徴を理解する。
６.超伝導工学における特許技術を通して、先端
技術における技術戦略を理解する。

５○ １◎
２◎
３◎
４◎
５◎
６◎

１◎
２◎
３◎
４◎
５◎
６◎

６△ ６○

電気設計 ８回を電気設計概論、２回を設計、４回を製
図（機械、電気）とし、講義及び演習を通して
設計の基本的知識を修得する。

１．設計の定義，制約条件，プロセス，設計と
CADとの関係，CADシステムの構成を理解して
いる。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．
電気機器における比容量，電気装荷，磁気装荷
の関係，電気装荷と磁気装荷の配分の機器性
能や構造に及ぼす影響を理解している。
３．完全相似性、不完全相似性，微増加比例法
について修得し，実際の機器は微増加比例法に
従って造られていることを理解している。
４．教科書の設計例を基にして変圧器を設計す
る。
５．機械製図での線の種類と用途，投影法の種
類と特徴，電気線図での図記号を理解してい
る。
６．単頭プラグを製図し，機構と構造を説明でき

１△
２△
３△
４△
５△
６△
７△

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）



判　 定

    

　卒業研究の達成度判定基準

発表技法に関する到達度判定

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

    

判　定　す　る　項　目


